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コメント 

ヘルマー「何よりか第一に、お前は妻であり母である。」 
 

ノラ「そんなことはもう信じません。何よりも第一に私は人間です。」 

イプセン「人形の家」（島村抱月訳）の末尾近くのやり取り。 
妻ノラは、夫ヘルマーや子どもを捨て、家を出る決意をします。家庭や社会に縛られない生
き方を選んだノラに、日本でも多くの人が共感しました。 
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（原作『ヒロシマ・モナムール』マルグリット・デュラス） 
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コメント 

「きみはヒロシマで何も見なかった。何も」 
「わたしはすべてを見た。すべてを。」 

映画『二十四時間の情事』の冒頭部のセリフ。 
災厄を体験した人と、体験していない人との間に厳然と存在する壁を意識し、 
衝撃を受けました。最近、シナリオの新訳が刊行されました。 
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つひにゆく 道とはかねて きゝしかど 
きのふ今日とは 思はざりしを 

「伊勢物語」第一二五段（最終段）の和歌。 
いつかは訪れると分かっているもの（この場合は死）が、不意に来た時の悲しさ、寂しさ、絶
望感などなど、いろいろなものが頭の中を駆け巡ります。 
















